
乾電池、モバイル・バッテリー

粉ミルク・ほ乳ビン

一、危険な場所には絶対に近づかない！

　切れた電線や、増水した川などの危険箇所には絶対に
近づかないようにしましょう。

一、避難の呼びかけ等に注意！

　市役所や消防署から避難の呼びかけをすることがあり
ます。呼びかけがあった場合はそれに従いましょう。

一、要配慮者に避難協力を！

　高齢者や障がい者、乳幼児・妊婦など早めの避難が必
要な方の避難に協力しましょう。

一、避難は徒歩で！

　車での避難は緊急車両の妨げになるだけでなく、車両
浸水の可能性があるので徒歩で避難しましょう。

一、戸締り・火の元等の確認！

　避難時には、ガスの元栓や火の元、ブレーカーを確認
し、窓・玄関の施錠をしっかりして避難しましょう。

一、状況に応じた避難を！

　万が一避難が遅れた場合、自宅の２階や近くの安全な
建物に避難しましょう。

一、情報収集と早めの行動を！

　テレビ・ラジオなどで最新の情報を入手し危険を感じ
たら早めの行動をとり避難しましょう。

一、避難場所や避難所の確認を！

　ふだんから防災マップ等で避難場所や避難所、避難経
路の確認を行いましょう。

非常食 ウエットティッシュ
おむつ、おしりふき

ビニール袋 缶切り、栓抜き

一、動きやすい服装と、複数人での避難を！

　避難するときは、動きやすく安全な服装で最小限の荷
物で、できれば近所の人と集団行動で避難しましょう。

一、道路や堤防への車両等の放置禁止！

　水防活動や緊急車両の通行の妨げになるので車両の放
置は絶対にやめましょう。
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◆赤平市防災マップについて

◆避難時の心得
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権利証書等 救急セット・常備薬等
※ 乳幼児

生理用品 ロープ

預金通帳・印鑑等 マスク・手指消毒液等
母子手帳

マイナンバーカード

お薬手帳 筆記具

保険証 持病の薬(３日分以上)

飲用水（ペットボトル等） 簡易トイレ用品
タオル

赤平市防災マップ

現金 ティッシュ
離乳食

体温計

上着、下着、靴下等 簡易スリッパ

３２‐３２１１

※水や食料については、避難先等で困らないよう各自で準備しましょう。

◆防災関係機関連絡先一覧（空欄はご本人で利用ください。）

事業所名等 電話番号 事業所名等 電話番号

雨具 ろうそく

軍手 ライター

懐中電灯

◆災害時伝言ダイヤル
災害時の声の伝言板　災害用伝言ダイヤル 伝言の録音方法 伝言の再生方法

「 171 」
「１７１」にダイヤル 「１７１」にダイヤル

赤平市役所 ３２‐２２１１ 赤平消防署 ３２‐３１８１

赤歌警察署 ３２‐０１１０ あかびら市立病院

◆非常時持出品チェックリスト
リュックサック 帽子、ヘルメット わりばし

洗面用具 紙皿、紙コップ携帯ラジオ（イヤホン付）

※『××-××××』は電話番号。

▼ ▼

●被災地内の方も、被災地以外の方の電話
番号を市外局番からダイヤルして下さい。
録音された伝言は被災地の方の電話番号を
知っている方が聞くことが出来ます。
●一般加入電話、公衆電話、携帯電話から
ご利用できます。

録音の場合「１」 再生の場合「２」

▼ ▼

0125-××-××××
▶

0125-××-××××
◀

免許証

赤平市に災害の発生が予想される場合、避難をせずに住家にとどまっていた場合には、

人命に関わる事態が発生することが予想されます。悪天候時には、雨量や河川水位の情報

等を早くから収集し、市からの避難情報等にも注意しながら、堤防が決壊する前に避難が

完了することが大切です。

この防災マップは、空知川が大雨等により増水し、市内の堤防が決壊した場合の洪水予

想に基づいて、浸水する範囲と浸水深を記載した地図（浸水想定区域図）を参考にし、土

砂災害等の警戒区域を記載した地図です。

各家庭、各職場、各施設でご覧頂き、万が一の災害に備えてください。

赤平市長 畠 山 渉

◆防災マップに関する問い合わせ先

赤平市 総務課 防災対策係 電話 32-2211



ることが出来ます。
・パソコンURL

２．国土交通省　防災情報センター https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/
・スマートホン向けＷｅｂページ

雨量や河川水位など、さまざまな防災情報が
https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/sp/

確認できます。

・パソコンURL ６．赤平市ホームページ
https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

災害時には、避難情報の発令状況や被害状
・携帯端末URL

況などをお知らせいたします。
https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

・パソコンURL
https://www.city.akabira.hokkaido.jp/

３．気象庁　札幌管区気象台ホームページ

天気予報、注意報や警報・特別警報、洪水予 ７．空知川赤平観測所
報、土砂災害警戒情報など、さまざまな情報を

空知川の水位を電話で聞くことが出来ます。
見ることができます。

・電話番号
・パソコンURL

（０１２５）３２-３７５９
https://www.jma-net.go.jp/sapporo/

４．北海道防災ポータル
携帯各社（一部キャリアを除く。）では、

北海道の様々な災害情報を見ることが出来ま
国や都道府県、市町村と連携して緊急速報メー

す。また、事前に携帯電話等のメールアドレス
ルを送信することがあります。緊急速報メール

を登録することにより、メールで災害情報など
を受信した場合、内容を確認し落ち着いて適切

の配信サービスを受けることが出来ます。
な避難行動をとるようにしてください。

・パソコンURL
https://www.bousai-hokkaido.jp/

※これらの電話の通話料やサイトへの接続、携帯電話等のメール受信にかかる通信料は、利用者の負担となります。

◆空知川の水位情報

◆水害による災害の種類
１．洪水 ４．山・がけ崩れ

大雨などにより、河川水位や流量が普段より 山の斜面や自然の急傾斜のがけ、人工的な造
著しく増大し、河川から水があふれ、氾濫する 成による斜面が崩壊することにより、起こる災
ことを洪水と呼びます。 害を山・がけ崩れと呼びます。

２．浸水 ５．土石流

大雨や洪水の際に、下水や用水路の排水能 山腹・川底の石や土砂が集中豪雨などによっ
力が追いつかず、住宅や田畑が水につかること て一気に下流へと押し流されることを土石流と
を浸水と呼びます。 呼びます。

３．地滑り

斜面の一部または、全部が地下水と重力の影
響により、ゆっくりと斜面下方に移動する現象
のことを地滑りと呼びます。

 9．防災行政無線

　　　気象に関する情報や、避難に関する情報を放送します。

高い

◆特別警報と警報及び注意報の種類

◆避難情報について
　赤平市では、河川水位の上昇や土砂災害警戒情報、気象状況などから避難が必要になると予想される
場合に、避難情報を発令します。これらの情報は、住民のみなさんが適切な避難行動をとるために大変
重要な情報です。災害時には、テレビやラジオ、防災無線放送などの情報伝達に注意が必要です。

緊急度 避難情報の種類 発令時の状況 とるべき行動

低い８．携帯各社による「緊急速報メール」

◆災害・気象情報等の入手方法
気象・雨量・河川水位・土砂災害等の情報

１．テレビ・ラジオ ５．北海道土砂災害警戒情報システム

各局のニュースまたは、データ放送で災害に 北海道の土砂災害に関する情報を詳しく見
関する情報を確認できます。

堤防の居住地側 堤防 堤防の川側

▼氾濫注意水位 44.90ｍ

▼水防団待機水位 43.60ｍ

▼避難判断水位 47.70ｍ

▼氾濫危険水位 48.30ｍ

▼越水発生水位 49.72ｍ

市・消防が出動のために待機する水位

市・消防が水害の発生に備えて出動し又

は出動の準備に入る水位

市が高齢者等避難を発令する水位で避難

行動に支援を要する方が避難する水位

市が避難指示を発令する水位で住民が避

難する水位

空知川の堤防から川の水が溢れる水位

空知川赤平観測所で計測された空知川の水位により、赤平市では次のように対応します。

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保

災害時の避難行動に時間を要
する方(要配慮者)が避難行動を
開始する段階であり、人的被害
の発生する可能性が高まった状
況

要配慮者、特に避難行動に時
間を要する方は、安全のため避
難場所へ避難する。

その他の方は、家族との連絡、
非常持ち出し品の用意等、避難
の準備、又は自主的に避難する。

災害の被害が予想される地域
の方が避難を開始する段階であ
り、人的被害の発生が明らかに
高まった状況

火の始末と戸締りを完全にし、
非常持ち出し品を持って危険な
場所から全員避難する。徒歩で
の避難を心がける。

災害の被害が発生、又は切迫
した段階であり、すでに安全な
避難が出来ず命が危険な状況

ただちに避難所に避難する。
屋外が危険なときは、自宅の

２階などできるだけ高いところ
へ移動し、命を守る行動をとる。

特別警報 警報 注意報

大雨(浸水害)
大雨(土砂災害)
暴風、暴風雪、大雪

大雨(浸水害)
大雨(土砂災害)
暴風、暴風雪、大雪
洪水

大雨、強風、風雪、大雪、洪水、雷
濃霧、低温、着雪、乾燥、なだれ
着氷、融雪、霜


